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基本理念　「いのちに光を、心にやすらぎを」
いのちの大切さを重んじ、患者さんとの相互信頼の上に立った医療をめざします。
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　菊花の候、各医療機関の皆さまには益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。新型コロナウイ
ルス感染症は本年５月より５類感染症となりましたが、依然として発熱患者も多く、医療機関
での負担は軽減することはなく、皆様におかれましてもご苦労されていることと思います。
　第２期循環器病対策推進基本計画が 2023 年３月に国で策定され、循環器病対策の基本的な方
向性が新たに定められました。山梨県では現在、第８次地域保健医療計画の策定が進められて
いるところです。急性心筋梗塞症では発症後の速やかな救命処置の実施と、疾患に応じた専門
治療が必要であり、急性期以後はかかりつけ医との連携、在宅療法の医療提供が重要です。基
礎疾患や危険因子の管理により、再発予防を継続してゆくことになります。市立甲府病院では
年間６０名前後の急性心筋梗塞患者を受け入れ、緊急カテーテル治療を行っております。今後
も「断らない医療」を目指し、速やかな対応が行えるように努力していきます。
　来年からは医師の働き方改革が開始となり、緊急医療への影響も懸念されております。当院としては地域の救急体制の
充実にできる限り寄与したいと思っております。
　皆様と連携を密に保ち、地域の中核病院としての役割を果たしていく所存です。引き続きご理解とご協力をお願い申し
上げます。

副院長
沢登 貴雄

副院長のご挨拶副院長のご挨拶

　令和５年９月１５日（金）午後７：００より Web システムを利用して、がん診療委員会共同開催で地域医療勉強会を開
催しました。
　当日は、おおくにクリニックの院長　村上恭紀先生より「在宅療養後方支援病院への期待～在宅診療の立場から～」に
ついてご講演いただきました。病院と在宅でのシステム作りの大切さを学びました・良好な連携にはお互いの理解が必要
だと感じた等の感想をいただきました。院内外合わせて、たくさんの方のご参加ありがとうございました。
　次回は１２月８ 日（金）に開催予定です。研修会の情報はホームページでもご案内していきます。
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「看護功労者知事賞」表彰

　日頃より地域医療連携に対し、ご理解とご協力をいただき感謝申し上げます。
　糖尿内科内分泌科の診療につきましては、常勤医師の不在が生じており、令和５年３月２０日から、入院目的
での糖尿病内科への紹介と緊急患者のお受入れはできない状況が続いております。治療や検査などの新規患者
につきましては、月曜日、水曜日及び木曜日に紹介をお受けいたしますので、紹介状を持参した上で、午前１１
時までにご来院ください。ご紹介いただく際には、診療予約をおとりいただくと待ち時間の解消につなげるこ
とができます。可能な限り待ち時間の短縮に努めさせていただきます。
　紹介の制限につきましては、患者様とそのご家族並びに関係医療機関の皆様に、たいへんご迷惑をおかけし
ていますが、引き続きご理解とご協力をお願いいたします。
　今後も外来診療の円滑化を図ってまいりますので、よろしくお願いいたします。

糖尿病内科内分泌科の外来診療についてご案内①

　当院の MRI は２０２４年１月に更新を予定しております。２０２３年１０月下旬か
ら１２月下旬にかけて既存機械の撤去、MRI 撮影室の改修工事、新規機器の設置を
行います。工事期間中も継続して検査が行えるよう「MRI 搭載車」をレンタルして
運用していきます。検査予約は通常通り実施していますが、レンタル期間中は乳房
の MRI 検査が行えなくなります。ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願
いいたします。

市立甲府病院　院長 佐藤　弥

MRI機器更新に係わるMRI搭載車のレンタルについてご案内②

　　第４５回山梨県看護大会において、長年にわたり県民から信頼される看護職員として職務に精励された
１９人の皆様に対し「看護功労者」「県民の看護師さん」表彰式が執り行われ、市立甲府病院からは「看護功
労賞」に小石川好美看護部長が表彰されました。

　このたび看護功労者知事表彰を賜りました、看護部長の小石川と申します。
市立甲府病院には３９年という長い歳月勤務しております。１９８４年入職時
の市立甲府病院は甲府市幸町にありました。念願の看護師になれたことがと
ても嬉しく、また身の引き締まる思いだったことを、今でも鮮明に覚えてい
ます。
　“看護とは人々が最大限の健康を取り戻し、できる限り質の高い生活ができ
ることを目的とした支援的活動である” 看護学校で学んだ看護師の役割を、
臨床の場で一つひとつかみしめながら、今日に至っています。“家に帰りた
い”、“最後は家で迎えたい” というあたりまえの思いを叶えることの困難さ
を実感したこともありましたが、今は地域包括ケアシステム、地域医療連携
強化により地域医療を担う方々との連携がそれを可能なものとしました。
まだまだ努力が必要ですが、看護職として、市立甲府病院の一員としてさら
なる看護の探究に努めていきたいと思っています。
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←外来通院治療室
　入り口

外来通院治療室→

↑薬剤調製室

室内薬剤調製中→

　がん薬物療法においては、薬剤の開発や支持療法（副作用に対する治療）の充実により、多くの治療法が外
来通院で実施可能となりました。
　当院では平成１６年５月に「外来通院治療室」を設立しました。治療計画（レジメン）は全て登録制となって
おり、レジメンを審査・承認する化学療法部会を月に１度開催しています。メンバーは各診療科医師、看護師、
薬剤師、栄養士、医事課スタッフで構成されています。
　外来通院治療室は通院されている患者さんが、抗がん剤や、厚生労働省にて定められた生物学的製剤の一部
の治療を受けていただく専門の治療室です。患者さんが日常生活を送りながら治療を受けることを可能とし、
ＱＯＬの維持・改善を行っています。外来通院治療室のスタッフは専任医師１名、がん化学療法看護認定看護
師を含めた専任看護師３名、専任薬剤師１名、調製担当薬剤師２名が勤務しており、安全・確実な投与管理や
症状の観察、アレルギー等の急性症状への対応を日々実施しています。患者さん、ご家族の生活状況や具体的
な副作用について適切に対応できるように援助し、治療に伴う様々な問題に対して他職種で考え、在宅での不
安や困り事等に関しては、患者さんの希望を確認して当院総合相談センターと連携を強化しています。
　外来通院治療室の規模としては決して大きいとは言えませんが、その分患者さん達との信頼関係は深く、ま
た医療スタッフ間でコミュニケーションがとりやすいメリットもあり、治療中も医師、看護師、薬剤師、栄養士、
社会福祉士など様々な職種、部署と連携をとりながら患者さんをサポートしています。

【 外来通院治療室　施設概要 】
　　設備︓電動ベッド９床、リクライニングチェア２床、各ベッドサイド
　　にテレビを設置しています。
　　特徴︓室内はワンフロアで窓が大きく、患者さんが快適に治療を受け
　　られるよう環境を整えています。
　　対象診療科︓内科（呼吸器内科、消化器内科）、外科（消化器外科、乳腺外科、呼吸器外科）、泌尿器科、婦人科、
　　耳鼻咽喉科　等
　　利用者数︓２９４５名（令和４年度）
　　受診の流れ︓ 各診療科医師の診察を受け、指示のもと予約制で外来通院治療室を利用できます。そのため、
　　初診で受診する場合は対象診療科へご紹介をよろしくお願いいたします。２回目以降の治療は、主治医の
　　治療計画に沿って治療が行われます。初回化学療法導入時は事前に専任看護師がオリエンテーションを行
　　い、治療の流れや、副作用ケア、治療費等についてお話しをさせていただき、患者さん１人ひとりの想い
　　を聴いていきます。

【 外来化学療法の安全管理について 】
　がん薬物療法の実施においては安全管理が重要となります。外来通院治療室の一角に薬剤調製室を配置し、
薬剤師が個人防護具着用の上、専用の安全キャビネットを用いて無菌で薬剤の調製を行っています。実施の際
は、薬剤師、看護師にて事前に内容を確認することで投与スケジュールや投与量の過誤防止に繋げています。

外来通院治療室の紹介ご案内③
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